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指定管理者候補者の選定結果について 

 

宮代町総合運動公園の指定管理者（令和５年度～令和１４年度）の候補者について、次のと

おり宮代町指定管理者候補者選定委員会において選定しました。 

 

１ 募集した施設 

宮代町総合運動公園（宮代町大字和戸１８３４番地） 

 

２ 申請団体【申請受付順・２団体】 

（１）ミズノグループ 

代表企業 美津濃株式会社 

構成企業 ミズノスポーツサービス株式会社 

（２）アシックスグループ 

代表企業 アシックススポーツファシリティーズ株式会社 

構成企業 アイル・コーポレーション株式会社 

構成企業 株式会社ケント・コーポレーション 

 

３ 評価 

団体名 ミズノグループ 団体Ａ 

評価 68.5点／100点 66.5点／100点 

 

４ 候補者に決定した団体 

（１）名称：ミズノグループ 

代表企業 美津濃株式会社 

（大阪府大阪市中央区北浜四丁目１番２３号） 

構成企業 ミズノスポーツサービス株式会社 

（大阪府大阪市中央区北浜四丁目１番２３号） 

 

（２）①評価：68.5点／100点（標準点：50点） 

②選定理由 

１ 当施設の特性や現状を十分に理解しており、更なるスポーツ振興に向けた具体

的かつ現実的な事業計画となっている。 

２ 屋内外施設への幅広い投資や施設の有効活用による新たな事業の提案などがあ

り、今後の事業展開に期待ができる。 

３ 当施設をはじめ、類似施設における指定管理者としての豊富な経験と実績があ

り、安定した管理運営が期待できる。 

 

 



   

 

５ 選定までの過程 

（１）募集要項、業務要求水準書の配布：令和４年５月２３日（月）～６月２３日（木） 

（２）申請書類の提出：令和４年６月１４日（火）～６月２３日（木） 

（３）選定委員会の開催 

①委員構成 町職員４名 識見者１名 施設利用の代表者１名 公募の市民２名 

②会議の経過 

■第１回選定委員会 令和４年７月１２日（火） 

・募集要項及び業務要求水準書の確認 

・選定方法の協議 

■第２回選定委員会 令和４年７月２２日（金） 

・申請団体から申請内容の説明 

・ヒアリング審査（申請内容に関する質疑応答） 

・評価表に基づく評価 

・候補者の選定に関する協議 

③選定方法 

第２回選定委員会において、各委員が２０の評価項目について５段階※による評価を

行い、各委員の採点結果を分析し、協議の上、候補者を選定した。 

 

 

 

 

 

④選定（評価）の基準となる考え方 

「宮代町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例第４条」より 

・施設設置の目的が達成できること。 

・利用者の平等な利用の確保及びサービスの向上が図られること。 

・事業計画書の内容が、当該事業計画書に係る公の施設の効用を最大限に発揮するもの

であるとともに、その管理に係る経費の縮減が図られること。 

・事業計画書に沿って当該施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及

び能力を有すること。 

・市民の声が反映される管理が行われること。 

・宮代町のまちづくりの考え方に適合していること。 

・安全管理の体制が整っていること。 

・その他、町長が施設の性質又は目的に応じて定める基準に適合していること。 

※評価点数、配点 

非常に劣る 劣る 普通（基準） 優れている 非常に優れている 

０点 １点 ２点 ３点 ４点 

うち、重点項目の５つの評価項目については、評価点数を２倍にした。 

 



A B C D E F G H 計

合計 60 67 74 58 71 80 79 60 549

上下カット後 60 67 74 ― 71 ― 79 60 411

平均点

A B C D E F G H 計

合計 57 68 74 56 72 70 67 65 529

上下カット後 57 68 ― ― 72 70 67 65 399

平均点

宮代町総合運動公園　指定管理者候補者評価集計結果

申請者：ミズノグループ

68.5

申請者：団体A

66.5



宮代町総合運動公園指定管理者の候補者選定評価表 

 

企業名・団体名：               評 価 者 氏 名：            

 

□選定評価表 

評価項目 事業計画書等 評価 

１ 管理運営を行うにあたっての経営方針 

① 
施設の管理運営を行うにあっての基本的な考え方が明確に

なっているか。 
別紙 3-1 0 1 2 3 4 

２ 管理運営を行う意欲 

① 施設の管理運営に対する意欲、熱意が感じられるか。 別紙 3-2 0 1 2 3 4 

３ 施設運営全般 

① 他の地方公共団体における同様の実績はあるか。 別紙 3-概要 0 1 2 3 4 

② 
施設の貸し出しについて利用者の利便性が向上する方策が

提案されているか。 
別紙 3-3①②④ 0 1 2 3 4 

③ 資格保有職員数や職員配置計画は適正か。 別紙 3-3③ 0 1 2 3 4 

④ 

事故防止、衛生対策等安心安全面の管理運営の取組（研修、

マニュアル化等）が講じられているか。また、災害、その他

緊急時における危機管理の取組（研修、マニュアル化、訓練

等）も講じられているか。 

別紙 3-3⑤⑨ 0 1 2 3 4 

⑤ 利用者とのトラブル防止の対策は講じられているか。 別紙 3-3⑥ 0 1 2 3 4 

⑥ 
個人情報の保護が守られる体制(職員への周知、書類の保管、

利用の適正等）は確保されているか。 
別紙 3-3⑦ 0 1 2 3 4 

⑦ 
利用者の要望や苦情を把握する方法が具体的で、対処方法が

実現可能な方法になっているか。 
別紙 3-3⑧ 0 1 2 3 4 

⑧ 
経費の縮減が図られ、効率的な管理運営のための創意工夫が

見られるか。 
別紙 3-3、4 0 1 2 3 4 

⑨ 
指定管理料(収支計画）は、現実的な(運営に支障がない）経

費等の見積もりとなっているか。 
収支計画書 0 1 2 3 4 

⑩ 
継続的に安定した管理運営を行うための経営状況(財政基

盤）にあるか。 

提案者の収支

決算書 
0 1 2 3 4 

４ 施設管理全般 

① 
施設の維持管理業務(清掃、設備・機器、備品の維持管理業

務）にかかる取組及び体制は確保されているか。 
別紙 3-4 0 1 2 3 4 

５ 総合運動公園が目指す姿（ビジョン）について 

① 

Ⅰ．多くの市民がスポーツに触れる機会の創出 

別紙 3-5Ⅰ 0 2 4 6 8 
 多くの市民がさまざまなスポーツに触れるきっかけとな

る事業・教室等の提案がされているか。また、市民サービス

向上と利用促進を図る提案がされているか。 



② 

Ⅱ．高齢者・障がい者が運動・スポーツに親しむ環境づくり 

別紙 3-5Ⅱ 0 2 4 6 8  高齢者・障がい者がスポーツに触れ、親しめるきっかけと

なり、体力の向上や介護予防につながる取組へとつながって

いくことが見込まれる提案がされているか。 

③ 

Ⅲ．施設の有効活用 

別紙 3-5Ⅲ① 0 2 4 6 8 
①施設の老朽化への対応 

 施設整備に向けた取組み案は具体的か。また、長期的な視

点から、利用者の利便性や安全性の向上についても配慮され

ているか。 

④ 

Ⅲ．施設の有効活用 

別紙 3-5Ⅲ② 0 2 4 6 8 
②平日利用の拡大 

平日に余暇を楽しめる年代を対象とした事業の提案など、

新たな顧客の拡大に向けた具体的な提案がされているか。 

⑤ 

Ⅲ．施設の有効活用 

別紙 3-5Ⅲ③ 0 1 2 3 4 
③スペースの有効活用 

 未利用空間の活用策や既存の利用方法以外の新たな活用

方法についての具体的な提案がされているか。                             

⑥ 

Ⅳ．施設管理の適正化 

別紙 3-5Ⅳ 0 2 4 6 8  利用者が安全かつ快適に利用できるように、長期的な視点

も含めた適切な維持管理が期待できる提案となっているか。

また、利用者の利便性を向上させる提案がされているか。 

６ その他 

① 
将来展望やサービス向上の改善について、総合運動公園ビジ

ョンに関する提案のほか特筆すべき提案を行っているか。 
別紙 3-6 0 1 2 3 4 

合    計             

 

※評価は、５段階評価とします。 

０：非常に劣る  １：劣る  ２：普通  ３：優れている  ４：非常に優れている 

※評価表中   で色付けの項目（５項目）を重点項目とし、評価点数を２倍としています。 

 

委員氏名 総    評 合計点 
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宮代町総合運動公園の指定管理者が行う業務の内容等については、この業務要求水準

書によります。 

 

１．趣旨 

 本書は、宮代町総合運動公園（以下「当施設」という。）の指定管理者が行う業務の

内容、その範囲及び履行方法について定めることを目的とします。 

 

２．施設概要 

＊別添資料１ 「宮代町総合運動公園概要」を確認してください。 

 

３．供用日及び供用時間 

当施設の供用日及び供用時間は以下のとおりです。なお、指定管理者が管理運営上

必要と認めるときは、あらかじめ町長の承認を得て、供用日及び供用時間を変更する

ことができます。 

（１）供用日 

   次に掲げる日以外の日が供用日となります。 

①  月曜日（月曜が祝日の場合は翌日） 

② 国民の祝日に関する法律に規定する休日の翌日 

ただし、この日が土曜日、日曜日又は休館日にあたるときは、その翌日 

③ 年末年始（１２月２８日から翌年１月４日までとします） 

（２）供用時間 

供用時間は以下のとおりです。 

 

施設名 ／ 曜日 火～土 日・祝日 

屋 外 施 設 

4/1～5/31  9：00～18：00  

6/1～8/31  9：00～19：00  

9/1～9/30  9：00～18：00  

10/1～3/31 9：00～17：00  

9：00～17：00 

 

テニスコート 9：00～21：00（夜間照明あり） 

総合体育館 9：00～21：00  9：00～17：00 

室内プール 9：00～20：00 9：00～16：00 

 

４．指定期間 

  令和５年４月１日から令和１５年３月３１日までの１０年間です。 
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５．総合運動公園が目指す姿（ビジョン） 

  宮代町（以下「町」という。）では、第４期の総合運動公園を指定管理に基づく管理

運営を行うにあたり次に掲げる項目を「総合運動公園の目指す姿（ビジョン）」と位置

づけました。新たな指定管理者には以下に示すビジョンを実現するための提案をして

ください。 

 

  自主事業を積極的に展開し、市民サービスの向上を図るとともに、施設を 

有効に活用する宮代町総合運動公園 

Ⅰ．多くの市民がスポーツに触れる機会の創出 

Ⅱ．高齢者･障がい者が運動・スポーツに親しむ環境づくり 

Ⅲ．施設の有効活用（未利用空間の活用、施設改修に合わせた新たな活用方法の提

案） 

Ⅳ．施設管理の適正化 

   

 

６．施設の管理運営に関する基本的な考え方 

当施設を管理運営するにあたり、次に掲げる項目に沿って管理を行ってください。 

（１）当施設は、スポーツやレクリエーション活動を通じた交流や健康づくりを促進

し、活力ある地域社会づくりに寄与するとともに、それに関連した市民ニーズを

幅広く捉え、利用者の裾野を広げる事業展開を実施することを目的に設置された

施設であるという施設の設置目的に基づいた管理運営を行ってください。また、

設置目的の実現に向けた施設の機能向上等を行ってください。 

（２）施設の平等な利用の確保と質の高いサービスを提供するとともに、維持管理経

費の削減を図ってください。 

（３）当施設の効用を最大限に発揮させ、安全かつ効率的な管理を行ってください。 

（４）今回の指定管理期間を踏まえた長期的な視点から、利用者サービスの安定的か

つ継続的に提供できるように事業展開及び施設の管理運営を行ってください。 

（５）業務に関して取得した利用者個人に対する情報を適切に取り扱ってください。 

（６）地域住民や利用者の意見・要望等を管理運営に反映させてください。 

 （７）利用者が安全かつ快適に利用できるように、適切な維持管理するための必要な

人員体制を確保してください。 

 （８）新型コロナウイルス感染症対策など、社会情勢に応じて安全対策を講じ、施設

管理を適切に行ってください。 

  

７．法令等の遵守 

 当施設を管理運営するにあたり、本書のほか、次に掲げる法令等を遵守してくださ

い。 
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（１）地方自治法、施行令及び施行規則 

（２）スポーツ基本法 

（３）労働基準法、労働安全衛生法、その他労働関係法令 

（４）宮代町公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例及び施行規則、 

宮代町公の施設の指定管理者制度に関する指針 

（５）宮代町都市公園条例、施行規則及び管理運営細則 

（６）宮代町個人情報保護条例及び施行規則 

（７）宮代町情報公開条例及び施行規則 

（８）消防法 

（９）建築物その他施設・設備に関して必要な法令 

（10）埼玉県プールの安全安心要綱及びプールの安全管理指針 

（11）宮代町環境方針 

 （12）その他、関係法令 

 

８．指定管理者が行う業務内容 

  指定管理者が行う業務及び維持管理の内容については、以下のとおりです。 

（１）指定管理者が行う業務について 

① 宮代町都市公園条例第 2条の規定による行為の制限に関する業務 

② 宮代町都市公園条例第 4条の規定による行為の禁止に関する業務 

③ 宮代町都市公園条例第 5条の規定による利用の禁止又は制限に関する業務 

④ 宮代町都市公園条例第 6条の規定による有料公園施設等の使用に関する業務 

⑤ 宮代町都市公園条例第 7条の規定による使用の許可に関する業務 

⑥ 前各号に揚げるもののほか、この条例の目的を達するために必要な業務 

（２）施設等の管理業務にかかる指定管理者と町との役割分担について 

両者の役割分担は、原則次のとおりとします。 

【役割分担】 

項   目 指定管理者 町 

施設（建築物、工作物、設備、備品等）の保守点検 ○  

施設の維持管理（植栽管理、清掃等を含む。） ○  

施設の修繕 ○（軽微なもの） ○ 

安全衛生管理 ○  

業務に関連して取得した利用者等の個人に関する情

報の漏洩等による利用者等に対する対応 

○  

事故、火災、その他災害による施設の損傷の回復 △（自己の責めに帰す

べき事由による場合） 
○ 

施設利用者の被災に対する責任 △（現場での対応） ○ 

施設の火災共済保険加入  ○ 

包括的管理責任  ○ 
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※その他の指定管理者の役割 

指定管理者は、善良なる管理者の注意をもって、当施設を常に良好な状態に管

理する義務を負います。このため、施設で災害があった場合、指定管理者は迅速

かつ適切に現場対応を行い、速やかに町に報告しなければなりません。なお、施

設内で生じた事故等により、施設に損害が生じた場合は、指定管理者が加入する

損害賠償保険等必要な保険で対応してください。 

（３）施設、設備及び物品の維持管理について 

（詳細は別添資料２の「維持管理業務一覧」を参照） 

指定管理者には、次の①～⑩の業務を行っていただきます。 

① 施設内の清掃業務 

 ア 日常清掃（日常的に必要な清掃） 

     イ 定期清掃（ガラス清掃、床清掃、空調機器フィルター清掃等定期的に必

要な清掃業務）  

② 設備の保守点検業務（建築物、空調機器、電気設備、消防設備等の設備に関

する保守点検業務） 

③ 施設内の体育器具の保守点検業務（体育機器保守点検業務等） 

④ 施設の軽微な修繕 

原則 120 万円以内の軽微な修繕は、指定管理者が行うものとし、修繕を行っ

た場合には、その内容について町に報告するものとします。また、施設・設備

の更新にかかる大規模な修繕については、町で修繕を行うため、把握した段階

で速やかに町へ報告するものとします。なお、町と指定管理者の修繕に係るリ

スクについては、次のとおりとします。 

リスク項目（内容） 指定管理者 町 

施設・設備の更新  ○ 

軽微な修繕 ○  

第三者行為から生じた相手が特定できない 

（120 万円未満の修繕） 
○  

第三者行為から生じた相手が特定できない 

（120 万円以上の修繕） 
 ○ 

管理上の瑕疵による施設・機器等の損傷 ○  

施設の構造上の瑕疵による施設の損傷  ○ 

※過去の実績を勘案し、300万以上の修繕費を計上して効率的な修繕を行ってく

ださい。 

    ⑤施設の警備に関する業務  

    ⑥施設の緊急・救急時対策及び防犯・防災対策に関する業務 

ア 施設に管理責任者及び防火責任者を１名配置してください。 

イ 防火、災害に関する防災計画、避難訓練計画、避難訓練を実施してくだ 
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さい。 

ウ 急病人等が発生した場合は、医療機関・自宅への連絡を行う等、適切な 

処理を行ってください。施設には、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を 1 台

完備しています。 

エ 園内の見回り及び監視を行い、盗難事故等が発生した場合は、所轄警察

等関係機関に通報し、被害者が被害届を提出することに協力してください。 

オ 利用者のマナーが不適切な場合や、他の利用者の迷惑になる行為に対し 

ては、必要に応じて適切な指導、注意を行ってください。 

カ 当施設は指定避難場所に定められていることから、地震等の不可抗力の 

発生により、地域住民の避難場所又は援助物資の保管庫に使用する場合に 

ついては、協力要請に応じてください。 

⑦ 管理に関する経理業務 

      指定管理者は、施設の管理運営に係る経理業務を行うにあたり、個別の会

計帳簿類及び経理規定を設け、適正に管理してください。 

⑧ 物品の管理 

ア 町の所有に帰属する物品については、宮代町財産規則に基づき管理して

ください。 

イ 指定管理者が指定管理料により購入した物品については、町の所有に属

するものとします。 

ウ 備品、物品等は別に提示します。（別添資料３「宮代町総合運動公園備

品台帳」）なお、備え付け以外で必要な物品等については、別途協議しま

す。 

エ 備品について指定管理者の持込も可とします。ただし、その場合はあら

かじめ町に報告のうえ、町の備品と区別ができるにしてください。  

  また、指定管理者の持込備品については、指定期間満了後、原則持ち帰

るものとしますが、町と協議のうえ、置いていくこともできます。 

⑨ 指定管理業務の包括委託の禁止 

      指定管理者は業務の実施にあたり、業務の全部又は一部を第三者に委託又

は請け負わせることができません。ただし、あらかじめ町の承認を受けた場

合には、業務の一部を第三者に委託又は請け負わせることができます。 

⑩その他必要な維持管理業務 

（４）資格等について 

指定管理者は、管理責任者・防火責任者の他、維持管理業務を行ううえで必要

となる次の資格保有者を施設に配置してください。 

① 機械設備運転及び保守点検管理業務に従事する者として、ボイラー２級及び

乙種４類危険物の資格を有する者又はそれに準ずる者を専属従事者として

選任し、施設に配置してください。 
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② プール業務従事者として、次に該当する者を施設に配置してください。 

ア 総括責任者及び副総括責任者として、次のいずれかの資格を有するもの

を選任し、各１名配置してください。 

ⅰ) 財団法人日本施設協会認定の水泳指導士 

ⅱ) 財団法人日本施設協会認定の第１種又は、第２種水泳指導士 

ⅲ) 財団法人日本施設協会認定の水泳上級指導員 

ⅳ) 消防庁の上級救急法認定者 

ⅴ) 日本赤十字認定の水上安全法救助員 

ⅵ) 日本赤十字認定の救急法・蘇生法資格者 

イ 上記ア以外の業務従事者（上記①を除く）については、アに掲げる資格

を有する者若しくは、それに準ずる者又は１００メートル以上の泳力を有

する者とし、１８歳以上の健康な者を選任してください。 

※受付業務に専従する者については、資格等の制限はありません。 

③ 建築物環境衛生管理技術者を、建築物における衛生的環境の確保に関する法

律に基づき選任してください。 

④ 清掃業務責任者には、ビルクリーニング技術士の資格を有する、若しくは、

当該資格を有する者と同等以上の経験、技術を有する者を選任してください。 

（５）職員配置等について 

    職員については、施設の運営に必要な人員とし、適正な配置に努めてください。 

① 当施設の総合的管理運営業務を行う者を、施設長として１名配置してくださ

い。 

② 管理運営にかかる全従業員（臨時職員を含む。）の雇用配置及び勤務形態に

ついては、労働基準法・労働安全衛生法・その他労働関係法令を遵守し、当

施設の管理運営に支障がないよう配置してください。また、職員の雇用労働

条件についても、適切な配慮をしてください。 

③ 管理運営にあたっては、職員に対して必要な研修等を実施し、職員の資質向

上に努めてください。また、避難訓練等を実施し、施設の管理体制を確立し

てください。 

④ 職員に対し、健康診断を行い、職員の健康管理に努めてください。 

⑤ 職員の出勤状況がわかるように勤務管理表等を備えるとともに、配置計画や

勤務シフト表を整備してください。 

⑥ 施設利用者の安全確保に配慮した体制としてください。 

（６）施設の運営について 

    施設の運営にあたっては、効率のよい施設運営を行うものとし、経費の削減に

努めてください。 

① 施設の貸し出し 

当施設内にある総合体育館・屋外施設・室内プールについては、宮代町都市
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公園条例（以下「条例」という。）に基づき有料公園施設として利用者に貸し出

してください。 

② 有料備品の貸し出し 

有料備品については、条例に基づき利用者に貸し出してください。 

③ 施設の使用制限 

   有料公園施設については、宮代町都市公園管理運営細則に基づき使用を制限す

ることができます。 

④ 利用料金の収受 

 利用料金の収受については、条例に基づき利用者から収受してください。なお、

利用料金については指定管理者の収入としますが、指定開始前である予約時の利

用料金については、予約時の指定管理者の収入として取り扱います。 

⑤ 利用料金の免除・返還 

施設の利用に伴う利用料金の免除・返還については、条例に基づき指定管理

者が行うこととします。 

⑥ 利用料金の設定 

   利用料金については、あらかじめ町長の承認を得て、条例に定める額の範囲

内で指定管理者が設定できます。なお、設定にあたっては、施設の利用促進に

つながる利用料金体系としてください。また、利用料金の徴収方法については、

民間のノウハウを活かしたよりよい提案をお願いします。 

⑦ 行為の許可 

     有料公園施設以外で物品の販売等の行為が行われる場合は、宮条例に基づき

指定管理者が許可を行うこととします。なお、行為許可に伴う収入については、

指定管理者の収入とします。 

⑧ 行為の禁止 

     指定管理者は条例に基づき都市公園の保全や利用者の危険防止を目的に、区

域を定めて施設の利用を禁止、又は制限することができます。 

⑨ 自主事業 

    指定管理者は、当施設の設置目的を効果的に達成し、利用者サービスを向上

させるために自らが企画立案した自主事業を行うものとします。なお、自主事

業にかかる経費は、指定管理者の負担とし、自主事業で得た収入は指定管理者

の収入とします。また、事業実施にあたっては、あらかじめ町に事業実施計画

書を提出し、事業の承認を得るものとします。また、事業終了の際には、事業

実施報告書を提出するものとします。なお、事業を円滑に進めるため、必要に

応じて許可等の手続き及び関係機関との協議を行ってください。 

⑩ その他 

   ア 弓道場の管理について、競技の特殊性から的の張替えや安土の管理等を宮

代町弓道連盟が行っています。管理運営にあたっては、あらかじめ弓道連盟



 -  - 8 

と協議し、必要がある場合には必要経費を計上してください。 

イ 施設の開館時間は９時となっていますが、大会等で利用する場合には、開

館時間前から施設の開館も可能です。なお、利用時間の延長を認める場合は、

あらかじめ町と協議を行ってください。 

（７）総合運動公園が目指す姿（ビジョン）を実現するための提案について 

    総合運動公園が目指す姿（ビジョン）について、民間事業者のノウハウを活か

し、提案していただきます。なお、これらの提案については、指定管理期間中に

実現することを目標とします。 

 

Ⅰ．多くの市民がスポーツに触れる機会の創出 

① スポーツ・レクリエーションの拠点づくり 

      市民のスポーツ・レクリェーション活動の拠点となるプランをご提案くだ

さい。また、多くの市民がさまざまなスポーツに触れる機会を提供するため

に必要とする事業・教室についても、あわせてご提案ください。 

   ② 積極的かつ効果的な事業展開 

      市民や地域のニーズを踏まえ、積極的な事業の展開をお願いします。また、

既存施設を有効活用していただき、市民サービスの向上と利用促進を図るプ

ランをご提案ください。 

  Ⅱ．高齢者・障がい者が運動・スポーツに親しむ環境づくり 

① 高齢者世代の体力向上･介護予防につながる取り組みの実施 

      高齢者の生きがいづくり、介護予防の観点から高齢者が運動に親しむ機会

を提供できるプラン及び、健康長寿社会に向けた施設の環境づくりについて、

ご提案ください。 

② 障がい者がスポーツに親しむ環境づくり 

      障がい者の生きがいづくり、健康増進の観点から障がい者が運動に親しむ

機会を提供できるプランをご提案ください。 

  Ⅲ．施設の有効活用（未利用空間の活用、施設改修にあわせた新たな活用方法の提案） 

① 施設の老朽化への対応 

      今回の指定管理期間を踏まえた長期的な視点から、各種補助・助成制度等

を活用した施設の改修や新たな設備の設置について、利用者の利便性や安全

性の向上についても配慮した形での計画をご提案ください。 

② 平日利用の拡大 

      平日に余暇を楽しめる年代を対象とした事業を展開するなど、新たな顧客

の開拓に向けたプランをご提案ください。 

③ スペースの有効活用 

      既存用途にとらわれない柔軟な発想による施設の利用方法や未利用空間の

利用方法についてご提案ください。 
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  Ⅳ．施設管理の適正化 

① 施設管理の適正化 

   利用者が安全かつ快適に利用できるように、長期的な視点も含めた適切な 

維持管理の計画をご提案ください。また、多くの市民の方に利用いただき、

長く愛される施設となるように施設全体の管理についてご提案ください。 

② 利用者の利便性の向上 

電子予約システム等の導入など、利用者の利便性を向上させる取組につい

てご提案ください。 

 （８）情報の管理について 

① 施設の管理運営の透明性を確保するため、適正な情報の管理を行ってください。 

② 個人情報保護の重要さを従業員に周知・徹底し、これが漏洩することのないよ

う必要な対策を講じてください。 

③ 施設利用の統計をとり利用件数、利用者数及び料金等のデータを収集し、定期

的に報告してください。また、これらのデータを分析して、常にサービス向上

の方策について研究し、実践してください。 

④ 当施設のホームページを開設し、施設情報やスケジュール、自主事業など、イ

ンターネットを通じてさまざまな情報を提供し、利用を促すサービスを行って

ください。 

 

９．指定管理料等 

（１）１年間の指定管理料の上限額は 64,500千円(消費税及び地方消費税を含む。）と

し、その価格の範囲内で応募者から各年度の指定管理料の提案を求めます。 

（２）指定管理料は、すべての管理経費から、利用料金及びその他収入（自主事業収

入・共催事業収入・物品販売等）を差し引いた額とし、会計年度毎に、必要と認め

る指定管理料を支払うものとします。指定管理者の経営努力により、利用料金や自

主事業収入が当初の予定を上回った場合は、指定管理者の収入とします。また、指

定管理者の運営に起因して利用料金収入や自主事業収入に不足が生じた場合は、町

は補填を行いません。なお、収支計画書の作成にあたっては、本書に添付されてい

る「指定管理第３期の収支決算」（別添資料４）を参考としてください。 

（３）指定管理者が実施する自主事業にかかる費用については、事業計画書に基づき

あらかじめ町長の承認を得ることで、別に徴収することができます。なお、自主事

業収入は指定管理者の収入として取り扱います。 

（４）当施設にかかる収支については、予算科目ごとに経理を区分して管理してくだ

さい。町と協議のうえ流用することができます。 

 

１０．事業報告 

（１）町は、指定管理者に対しその管理の業務及び経理の状況に関して、必要に応じ
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て報告を求めることができます。また、年度終了後 30日以内に当該年度の事業報

告書を提出していただきます。 

（２）指定管理者の業務内容に改善が必要と認める場合には、町は実地調査をし、又

は必要な指示を行います。 

（３）指定管理者は町が実施する指定管理業務のモニタリングに対して、必要な協力

を行うものとします。 

 

１１．指定の取消し等 

   町長は、指定管理者が「１０．事業報告」に掲げる指示に従わないとき、又は指定

管理者の責任により当該指定管理者が管理を継続することが困難であると判断した

ときは、指定を取消し又は期間を定めて管理業務の全部又は一部の停止を命じる場合

があります。 

 

１２．原状回復義務 

指定管理者は、指定期間が満了したとき又は指定の取消し及び業務の停止を命ぜら

れたときは、速やかに施設を原状に回復してください。ただし、町長の承認を得たと

きは、原状回復しないことができます。 

 

１３．損害賠償義務 

指定管理者は、故意又は過失により、指定を受け管理している施設、設備及び物品

を損傷、汚損又は滅失したときは、それによって生じた損害について賠償の責めを負

うこととなります。 

 

１４．協議 

（１）指定管理者は、本書に規定するもののほか、指定管理業務の内容及び処理につい

て、疑義が生じた場合は町と協議してください。 

（２）指定後に制度の改正等があった場合についても、町と協議してください。 

 

１５．業務を実施するにあたっての注意事項 

（１）指定管理者は、当施設が公の施設であることを常に念頭において、公平な運営を

行ってください。また、特定の団体等に有利あるいは不利になる運営をしないでく

ださい。 

（２）町及び町と共催する団体が施設を利用する場合は、あらかじめ町と利用について

調整を行い、町及び共催する団体の利用を優先してください。 

（３）宮代町体育協会・宮代町スポーツ少年団等の社会体育関係団体との連携を図った

運営を行ってください。 
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（４）指定管理者が施設の管理運営に係る各種規定等を作成する場合は、あらかじめ町

と協議を行ってください。 

（５）当施設は飛行場外離着陸場に位置づけられるとともに、緊急災害時（水害・地震）

の指定避難場所及び避難所（グラウンド及び体育館）になっているため、緊急災害

時は避難所及び援助物資の保管庫（備蓄倉庫あり）に使用する場合がありますので、

必要な協力をお願いします。 


